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はじめに

GNSS観測に基づくひずみ速度の計測により，山陰地域の特に日本海側において，ひずみ速度が
周辺よりも大きくなっている領域が報告されている（西村ほか，2019）．この領域は，「山陰ひ
ずみ集中帯（以下，SSZ）」と呼ばれており，この領域内では，2000年鳥取県西部地震（M7.3）
をはじめとする，中～大規模な地震が多く発生している．それに伴って，SSZ内の地震帯で
は，これまでにも断層に関する研究が行われてきた．例えば市村（2021_MS）は，2000年鳥取
県西部地震と2016年鳥取県中部地震の余震域で，当時の応力場で説明できる断層とできない断
層において，断層ガウジの色や鉱物組成を比較した．一方で，SSZ内には，長期間地震が確認
されていない非地震帯も存在するが，詳しい断層に関する研究が少なく，地質学的な背景につ
いては未解明である．
そこで本研究では，この非地震帯を地震空白域として定義し，現地調査を行う．調査によっ
て，当該地域の断層の産状や地質の特徴について調べ， SSZ内の地震帯と比較することで，両
者の違いや地震空白域の特性，形成要因を解明することを目的としている．
結果

気象庁が公表している地震データを用いて，約25年間分の震源分布図を作成した．その結果，
25年間地震が確認されていない地域を複数特定し，当該地域を地震空白域として定義した．
地震空白域とした地域の一つである，島根県雲南市大東町で現地調査を行ったところ，9条の断
層を確認した．確認した断層露頭について，断層の走向・傾斜，可能なものは条線の姿勢，せ
ん断センス等の構造記載を行った．断層姿勢は，NNW-SSE走向，高角傾斜の傾向が見られた．
断層露頭調査によって得られたデータを用いて，応力逆解析を行った．応力逆解析を行う際に
は，Wallace-Bott仮説を使用した．Wallace-Bott仮説とは，Wallace（1951），Bott（1959）
が，断層のすべり方向がせん断応力に平行であると仮定したもので，その2つのなす角がミス
フィット角となる．なお，ミスフィット角の閾値は30°程度に設定されることが多い（佐藤ほ
か，2017）．そのため，本研究でも閾値を30°とし，ミスフィット角が30°以下となる断層をその
応力場に調和的であると判断した．応力逆解析の結果，本研究で確認された断層ほとんどで，
ミスフィット角が100°程度の大きな値となり，現在の応力場で動きづらい断層であると判断さ
れた．

考察

応力逆解析の結果，現地調査によって確認された断層はいずれも，現世応力場に対して，不調
和であるという結果が得られた．藤内ほか（2011）は，地震発生域の応力と周辺に分布する活
断層の運動方向は調和的であると指摘している．本研究地域で確認した断層においては，応力
場と調和的なせん断センスが認められなかったことから，現在の応力場になって以降，地震が
発生していない可能性が考えられる．

まとめ

地震空白域と定義した島根県雲南市大東町で現地調査を行ったところ，9条の断層を確認した．
応力逆解析の結果，ほとんどがミスフィット角100°となり，現世応力場に不調和であることが
わかった．このことから，大東町では，現在の応力場になって以降，地震が発生していない可
能性が考えられる．
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